「ろうきん地域貢献ファンド」2008年度助成申請書

Bコース　備品購入応援コース

応募受付期間：2008年7月1日(火)～7月31日（木）まで
必ずコピーを取って提出し、原本はお手元に保管して下さい

■団体概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入日2008年　7月　31日
	団体名


	パソコン要約筆記　文字の都仙台
団体設立時期2002年　4　月

	代表者
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 8(ふり),氏)　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 8(がな),名)　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ひ),樋)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ぐち),口)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(とも),智)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(み),美)　　　　　　　　　（役職　代　表　　　　　　）

	団体住所
	（文字の都仙台事務局）

〒984-0012
宮城県仙台市若林区六丁の目中町19-15-902
電話：022-288-3979　　　　　　　　FAX：022-288-3979
E-mail：mojimi@plusvoice.net　　URL：  http://mojimide.gozaru.jp/

	団体の分野
（該当するものに○

をお付け下さい）
	○
	(1)福祉
	
	(4)まちづくり

	
	
	(2)子ども・文化・スポーツ
	
	(5)国際協力

	
	
	(3)環境保全
	○
	(6)人権・平和・男女共同参画

	■団体のこれまでの活動による主な実績・成果（３つ）

1.パソコン要約筆記での通訳活動とパソコン要約筆記の普及に尽力

当団体は聴覚障害者に対する通訳を手話ではなく、パソコン入力による字幕表示で行う「パソコン要約筆記」を県内でいち早く取り入れ、技術研鑽し、活動してきた。パソコン要約筆記により中途失調や難聴により手話が分からない方にも情報を伝えることが出来ようになった。
各種イベントにて年間40件以上の通訳活動を行っている。

2.県内外での要約筆記奉仕員養成講座での講師派遣

県内全域での要約筆記通訳者公的派遣を受託

3.第1回全国障害者スポーツ大会でのパソコン入力による情報保障（平成13年）

　第58回みやぎ国体でのパソコンによる字幕表示（開会式・閉会式）（平成13年）


■応募内容
	購入備品名
	ソニー　小型ゲーム機　ＰＳＰ４台
無線ＬＡＮルーター　１台

	応募担当者
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 8(ふり),氏)　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 8(がな),名)　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(やまぐち),山口)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(やすこ),泰子)　　　　　　　　　　　　

	担当者連絡先

（連絡を差し上げる場合があります。連絡が取れるものをお書き下さい）
	（文字の都仙台事務局）

〒984-0012
宮城県仙台市若林区六丁の目中町19-15-902
電話：022-288-3979　　　　　　　　FAX：022-288-3979
E-mail：mojimi@plusvoice.net　　URL：  http://mojimide.gozaru.jp/

	申　請　額
	９８，６００円（上限１０万円）

	購入費総額
	９８，６００円（助成金＋自己資金）

	見積りの検討

（該当するものに○をお付け下さい）
	1.　複数業者より見積りを取り検討した　　　　　2.　1業者からの見積りのみ

	他の助成等への応募

　　　　（該当するものに○をお付け下さい）
	1.　あり　　　　　2.　なし　　　　　（ありの場合は、下記に○をお付け下さい）

ア．結果待ち　　　イ．助成決定　　　

	応募先団体名
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	応募金額・決定金額
	応募金額・決定金額　　　　　　　　　　　円

	実施期間
	　　　　年　　　月　　～　　　　　年　　　月


	■今回購入する備品の仕様（メーカー、品番、購入する理由となった機能や性能など）

　（別紙に、メーカーカタログ（ホームページも可）のコピーおよび業者見積書を添付のこと）

ゲーム機　ＳＯＮＹ　ＰＳＰエクステンションパック　４セット
無線ＬＡＮ　ＮＥＣ　ＰＡＷＲ1200　1台
ＰＳＰは以下に記述するとおり、ゲーム機としてではなく、パソコンのデータを受信し表示する為の受信機として使用する。数ある小型ゲーム機の中で、唯一追加投資なしでパソコンデータを無線受信する機能を備えている。
台数は、多ければ多いほど利用者の人数に対応できるが、まずは導入ということで４台購入したい。

無線ＬＡＮは、ノートテイクの活動の際、機材を持ち運ぶメンバーに負担がかからない小型の物を選んだ。機能は標準タイプであるが今回の事業を行うに十分である。



	■今回購入する備品の必要性、具体的な活用法、備品導入により団体や地域に見込まれる効果

●備品購入が必要となる背景

パソコン要約筆記とは、通常スクリーンに表示する字幕により通訳情報を得てきましたが、別添資料にもあるとおり、最近の技術開発により、ＰＳＰ（小型ゲーム機）に字幕を送り、利用者が手元で通訳の字幕を見ることが出来るシステムが出来た。

今まで、パソコン要約筆記を利用するには

・スクリーンを見る

・隣に配置したパソコンの画面を見る

の二つの選択肢しかなかったが、両方とも「聴覚障害者であること」「通訳を利用していること」を周囲に知らしめ、物理的にも「机の場所を大幅にとる」「座る場所が制限される」「移動が出来ない」などの制限を受けざるを得なかった。

このなかでも特に、「ノートテイク」という利用者の隣でパソコン画面を見ながら通訳を受けるタイプの情報保障にＰＳＰ受信システムを導入するのが効果的だと思われる。

今回のＰＳＰで受信できる通訳システムが実現すれば、利用者は会場内での移動や、通常の参加者と同じ席に座ることが可能となる。利用者は手のひらに載るサイズの機械を持ち歩くだけなので、聴覚障害があることを周囲に知られたくない利用者も、気軽に利用できるようになる。

全国的には、続々と実現されているシステムであるが、文字の都仙台としても、宮城県でぜひ導入をし、利用していただくことでパソコン要約筆記のＰＲ、聴覚障害者に対する理解を深める一助としたい。（実現されれば、マスコミに取り上げられることも十分予想される）

●ＰＳＰで受信できる通訳システムの実現がもたらす成果とは

１．

パソコン通訳を受ける際に今まであった制約（隣に通訳者２名とパソコンでサンドイッチされる・コンセントの位置に席が制限される・聴覚障害者であることが周知されてしまう）がなくなり、聴覚障害者がもっと自由にパソコン通訳を利用できるようになる。

具体的には、学校の実技授業で教室内で移動を伴う場合や、会社の研修、会議などでも、障害を意識することなく気軽に利用できるようになることから、聴覚障害者の潜在能力を引き出し、社会参加を促進する。


	■その他アピールポイント

宮城県が聴覚障害に対してバリアフリーな取り組みをしている地域だと、県内外にアピールできる。

このシステムが実際に運用されるようになれば、必ずマスコミからの問い合わせ、取材が入る。

（他県で先駆けて導入しているところは、どこも新聞各社で取材されています）




· 収支予算

収入の部

	項　目
	金額（円）
	内　訳

	当ファンド助成金
	98,600
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合　計
	98,600
	


※収入と支出の合計は必ず合わせて下さい。

※助成金以外の自己資金についても詳しく記載して下さい。
支出の部

	項　目
	金額（円）
	内　訳

	PSP　4セット
	86,476
	@21,619×4台

	無線LANﾙｰﾀｰ
	7,429
	1台

	消費税
	4,695
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合　計
	98,600
	


■みやぎNPO情報ライブラリーへの登録の有無（該当するものに○をお付け下さい）

　　　　有　・　無　　（無の場合は、7月31日（木）までご登録下さい）






B








